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研究成果概要 
現在、アレイ拡張及び地下ミューオン観測装置建設のための事前準備を進めている。

2023 年 6 月に検出器のゲインとタイミングの較正を行い、2024 年は現地で不具合検出

器のメンテナンス、ミューオン観測装置建設の準備を行なった。その後 ALPAQUITA アレ

イは順調に観測を続け、 約 310 日間のデータを用いて、「月の影」を約 10σの有意

性で観測した（下図参照）[1][2]。また、2024 年 5 月に起こった大規模なコロナ質量

放出(CME)に伴う宇宙線レートの減少(フォーブッシュ減少)の観測にも成功した。現

在、MHD シミュレーションによるコロナ質量放出(CME) の磁場構造を考慮した「太陽

の影」の 3次元シミュレーションを準備中である。 

 
[1] 﨏隆志、他（The ALPACA Collaboration）“ALPACA 実験 43: ALPAQUITA の現状と

ALPACA 建設計画”、日本物理学会秋季大会（北海道大学）2024 年 9月 19日 

[2] 川田和正、他（The ALPACA Collaboration）“ ALPACA 実験 38: 現状報告”、日本
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左：ALPAQUITAアレイの積算取得イベント数 

右：310日間の「月の影」の有意度マップ 
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